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（報文）
開水路における付着カワヒバリガイの除去作業例と課題

竹村　武士・濵田　康治・有吉　　充・田中　章浩

　特定外来生物カワヒバリガイは，開水路系に侵入すると足糸
という繊維状分泌物で側壁や底面に付着し，集団化して通水断
面を縮小させるほか機場等のスクリーンや管路部における通水
障害，死貝による給水栓の閉塞等を引き起こす。また，通水停
止後には斃死して悪臭をもたらすなど施設管理者はその除去や
除去物の処理に苦慮している。このとき特定外来生物のため現
地外への運搬には死滅している必要があり，除去後の生死の状
態に関する知見は処理や活用を検討する上で重要である。そこ
で筆者らは被害の生じている開水路系2地区で，除去作業の実
際，作業後の死滅を調査してきた。本報では調査を通してみえ
てきた今後に向けての課題について報告する。

（水土の知91-8，pp.3～6，2023）
付着，水路管理，外来生物，悪臭，たまり水，重機，制
限要因

（報文）
兵庫県加古土地改良区からみる参加型灌漑管理の成功要因

角田　宇子

　本報では参加型灌漑管理（PIM）と，灌漑実施機関と水利組
合による共同システム管理（JSM）が機能する要因を考察す
るため，オストロムの共有資源管理理論とフリーマンの灌漑用
水割当制度理論を用いて，兵庫県加古土地改良区と開発途上国
の灌漑システムの水利組合の運営状況を比較した。その結果，
加古土地改良区が円滑に運営されている要因として，①水利費
は面積割であるが，上流と下流の公平な水配分により，割当制
度が成立している，②関係機関の重層的な役割分担により
JSMが機能し，水資源管理能力が高い，③社会的制裁が段階
的制裁として機能している，④地域社会が土地改良区の下部組
織となり，組織の多層化を実効的にしている点が挙げられた。
� （水土の知91-8，pp.7～12，2023）

参加型灌漑管理（PIM），水利組合（WUA），灌漑管理
移管（IMT），共有資源管理，土地改良区

（報文）
大柿ダム堤頂部の地震時挙動とクラック発生機構の考察

十文字康能

　福島県浪江町の大柿ダムは，「平成 23年（2011年）東北地
方太平洋沖地震」により堤頂部右岸にダム軸と10°で斜行する
クラックを確認した。斜行クラックはダム軸縦断方向クラック
と異なり，被災規模によっては上流から下流への貯水の浸透経
路となり，堤体損傷が懸念される性状となる。同地震により被
災した福島県内の羽鳥ダムおよび西郷ダムの堤頂に発生したク
ラックは，ダム軸方向のクラックのみであった。この大柿ダム
における斜行クラックの発生要因を検討するため，令和3年 2
月 13日に発生した福島県沖の地震における大柿ダム地震観測
記録を用い堤体変位の整理を行った。その結果，斜行クラック
発生部付近の上下流方向変位差が大きいことが確認された。

（水土の知91-8，pp.13～17，2023）
大柿ダム，令和3年 2月 13日 23時 8分ごろの福島県沖
の地震，斜行クラック，堤頂部，地震時挙動

（報文）
震災による崩壊から復旧した藤沼ダムの運用

鈴木秀一郎・渡邉　浩樹・三浦　　亨�
デュッティン アントワン・山岸　明広

　2011年東北地方太平洋沖地震で決壊した藤沼ダムは，同規
模の地震動に対しても健全性を維持可能な要求性能を保証し，
再度災害を防止するため，設計と施工の両面での技術的な課題
を克服して再構築された。復旧ダムは防災力の向上と合理的な
水利用を図るため，管理システムと警報設備の整備を行った。
試験湛水中の挙動確認結果では適切な遮水性能と安全性が確認
された。2021年福島県沖地震を対象とした再現解析にて，設
計と施工の妥当性および安全・安心なダムの復旧が実現されて
いることが確認できた。一連の設計施工の考え方とその実証的
な取組みは，今後のダム耐震性能確保の面で貴重な教訓となっ
ていると評価している。�（水土の知91-8，pp.19～23，2023）

フィルダム，災害復旧，ダム管理，試験湛水，地震時挙動，
塑性すべり解析

（報文）
小水力発電バイパス水路における取水スクリーンの特性

有田　淳一・松谷　英和・瀧本　裕士

　持続可能な社会づくりの観点から，温室効果ガスを排出しな
い再生可能エネルギーの普及は今後加速すると想定され，特に
水資源に恵まれた日本では，小水力発電の普及がより期待され
る。一方，小水力発電の取水方法において，バイパス方式が多
く採用され取水部にスクリーンを設けるが，水路を流れてくる
木の枝や枯葉等の異物が蓄積することでスクリーンを遮蔽し，
発電水量の低下や本線水路での溢水等を引き起こす。そこで，
これらの課題を解決するために，取水部に設置する除塵用回動
式スクリーンの取水特性および本線水路に及ぼす水深への影響
について室内実験を実施した結果を報告する。

（水土の知91-8，pp.25～28，2023）
小水力発電，バイパス方式，取水スクリーン，開水路，
水理実験

（報文）
琉球王朝時代の土壌流出防止対策

吉永　安俊・湧川　哲雄

　約 300年前に，琉球王朝の農業指導書として編纂された農
務帳に，土壌流出防止対策に関する記述がある。対策工法は，
排水路に重きがおかれ，設置間隔や方向の大切さを説いている。
排水路底にはイフ壷を掘り，イフ（土砂）を畑に戻して土砂の
流出と畑の痩せを防いだ。さらに段畑造成，圃場縁への植生，
敷きわらによる土壌面保護を指導した。管理においては，対策
工の実施体制の構築，侵食箇所の迅速な修復を徹底した。管理
は，百姓の役割を，地割制度や租税制度など社会制度の中に罰
則を伴う遵守義務事項として定め遂行した。それらは，間切・
村内法で確認できる。

（水土の知91-8，pp.29～34，2023）
土壌流出防止対策，農地保全，土壌侵食，沈砂施設，地
割制度，農務帳，蔡温



（技術リポート：北海道支部）
お茶の水排水機場ポンプ設備の更新計画

寺田　大輔・川本　　誠・片岡　大貴

　農業用ポンプ設備の分解調査（内部診断）は，ケーシングの
開放作業が伴うため，多大な費用を要する。本報では，非分解
性調査手法として，内視鏡カメラ，水中ドローンによる内部調
査およびインペラクリアランス測定を行ったので報告する。こ
れらの調査結果から部品の劣化状況を確認し，現況利用が可能
な部品と交換が必要な部品を分類することができ，整備計画を
作成するとともに，次回の更新整備の方針検討に寄与するデー
タを得られた。

（水土の知91-8，pp.36～37，2023）
応急対策事業，排水機場，機能診断，更新計画，長寿命
化

（技術リポート：東北支部）
水管橋における管更生工法の施工事例

鈴木　勇一・石山　貴史・渡部　悦史

　鵜川水管橋は秋田県北西部の山本郡三種町川尻に位置し，昭
和48～58年の県営ほ場整備事業により造成された鋼管製逆三
角型単純トラス構造，管径600 mm，延長 57.0 mの水管橋で
ある。鵜川地区の用水は二級河川三種川から揚水機でファーム
ポンドへ揚水し，水管橋を通過して87.8 haの受益地に供給さ
れている。令和元年時点で，水管橋の供用開始から41年が経
過し，管内の腐食による度重なる漏水により維持管理に苦慮す
る状況が続いていた。本報では鵜川水管橋で実施した水管橋に
おける管更生工法の施工事例について紹介する。

（水土の知91-8，pp.38～39，2023）
水管橋，漏水対策，管更生工法，形成工法，工法比較

（技術リポート：関東支部）
小坂田池における地盤改良工法と建設汚泥処理の検討

山崎　実結

　長野県の小坂田池は，堤体下流側が地震時に安全率の基準を
満たさないことが判明したため，堤体盛土工や地盤改良工に
よって地震時の安全性を確保したため池である。本ため池の改
修工事で採用したパワーブレンダーⓇ工法は，改良材を鉛直方
向に撹拌する地盤改良工法であり，均一性の高い改良ができる
等の利点があるが，改良材の添加と改良対象土の解きほぐしに
より，改良前よりも体積が膨張する傾向にある。小坂田池では，
現場や施工の状況を鑑み，これを建設汚泥として産業廃棄物処
理したが，他工事における地盤改良工の参考とするため，建設
汚泥の発生量を抑える方法について検討した。

（水土の知91-8，pp.40～41，2023）
ため池，安全率，地盤改良工，パワーブレンダーⓇ工法，
建設汚泥処理

（技術リポート：京都支部）
小口径水管橋の保全対策

鈴木　武尊・石田　雄彦

　福井市南部に位置する主計地区は，一級河川浅水川の頭首工
より取水し，昭和55年度から平成6年度にかけて県営土地改
良総合整備事業において整備された6カ所の揚水機場を経て，
パイプラインにより圃場に灌漑している。本報では，露出状態
で30年以上使用されている小口径水管橋（72カ所）の現地調
査結果を踏まえた個別調査と保全対策の概要を紹介する。

（水土の知91-8，pp.42～43，2023）
工法，施工，管理，施設管理，補修工法，迷走電流調査

（技術リポート：京都支部）
レーザースキャニングによる既設頭首工堰柱の表面損傷検出

小日向研吾・高橋　智香・鈴木　哲也

　近年，農業水利施設のBIM/CIMモデルをはじめとするデー
タ様式による施設データの一元管理・利用に関する将来像が各
地で模索されている。本報では，表面損傷が顕在化した既設鉄
筋コンクリート頭首工を対象にレーザースキャニングによる非
破壊3次元損傷検出を試みた結果を報告する。現地で取得した
3次元点群から部材平面を検出し，平面と点群の距離により表
面変状評価を行った。検討の結果，幾何学指標を用いて遊離石
灰とひび割れが定量的に検出可能であることが明らかになっ
た。今後，反射強度と幾何学指標を組み合わせることで表面状
態の特徴づけが可能になるものと推察される。

（水土の知91-8，pp.44～45，2023）
頭首工，維持管理，損傷，非破壊検出，レーザースキャ
ニング

（技術リポート：中国四国支部）
圃場整備におけるカバープランツと田んぼダムの導入

喜田　　晋・井手上祐士・古田　雅人

　近年，農業者の減少や高齢化の進行により，農作業における
維持管理労力の軽減は大きな課題となっている。また，激甚化・
頻発化する集中豪雨等への対応として関係者が協動して対策を
行う「流域治水」における農業農村からのアプローチとして，
農業農村の多面的機能を最大限発揮していくことが肝要であ
る。こうした中，香川県の中部に位置する綾川町において実施
している農業競争力強化農地整備事業「羽床下地区」における
「法面の維持管理省力化のために導入したカバープランツの導
入事例」ならびに，県内でもいち早く導入を進めた「田んぼダ
ムに関する取組み状況」を紹介する。

（水土の知91-8，pp.46～47，2023）
圃場整備，維持管理，カバープランツ，流域治水，田ん
ぼダム



（技術リポート：九州沖縄支部）
ネットワーク型RTK法による単点観測法を用いた際の障害確認

井手　照公

　本誌第90巻第 9号の技術リポートにおいて，ほ場整備事業
の確定測量に，ネットワーク型RTK法による単点観測法（以
下，「単点観測法」という）を用いた事例を紹介し，工期面・
費用面で優れていることを明らかにするとともに，精度も十分
に有していることを示した。その際，上空視界の確保が必須で
あり，周辺障害物や反射物によるマルチパスが生じないか確認
が必須であることを提言した。本報では，今後，確定測量に単
点観測法を採用することを検討する際，測量計画策定の判断材
料となるよう単点観測法で発生する障害について確認を行った
具体例を紹介する。

（水土の知91-8，pp.48～49，2023）
上空視界，マルチパス，座標，GNSS測量，ネットワー
ク型RTK法による単点観測法
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